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 ペダルをこぐといっても、はやりの自転車ではない。

「ペダル式充電機」のことだ。ダイエットしながら充

電できちゃう、と去年の夏ごろテレビで広く紹介され

たそうだから、心当たりのある人もいるだろう。両サ

イドにペダルをつけた発電機と、弁当箱を三段重ねた

ような充電機をつないだ簡単なつくりだ。使うときは、

適当な椅子に腰をかけ、それを足元に―手元でもいい

―置いてペダルを回す。それを今、毎日こいでいるの

だ。 

 昨年の春先に起きた震災をめぐる一連の出来事は、

今も私たちに多くの示唆を与えつづけているけれど、

私がもっとも身近に考えさせられたのが、停電による

日常生活へのリスクだった。というのも、自宅マンシ

ョンでの影響はエレベーターやオートロックだけでは

ない。換気扇が動かないと熱がこもって危険だからコ

ンロが使えず、建物には電動ポンプで揚水しているの

で水も止まり、はては防火設備すら機能しなくなるお

それがある、などなど。計画停電を前に、それらを管

理会社から知らされたときには、ただ、あ然とするし

かなかった。 

 けれど今思えば、そのとき気づかされてよかったの

かもしれない。じつはそれから、もっと深刻な事態が

「想定」されていたのを知ったのだ。５年前、自治体

や内閣府はＭ７クラスの首都直下型地震が起きたとき

の被害と復旧工程の予測報告書を出している。それに

よると電気の「全面」復旧にはおおむね６日かかると

されているのだ。私は漠然と、災害での停電はせいぜ

い３日くらいと思いこんでいた。でも実際はもっと長

く不便をしいられるのもアリなのだ。 

 不安にかられるままネット検索をしているうちに、

神戸で 17 年前の震災に遭った人のブログに行きつい

た。当時あって助かったものをいくつかあげ、実体験

とともに紹介していた。それらのなかにパソコンがあ

った。口コミにたよるだけではなく、個人が互いに生

の情報をやりとりできたことで、足りないものを融通

しあったり、何よりデマに迷わされずにすんだそうだ。

今ならケータイ、いやスマホだろう、とあった。 

 たしかにケータイは文字通り持ち運べるし、カメラ

などがついている。そういえば今回の被災地でも、通

信状態さえよければ普通に使えていた。ただ、問題が

ある。電池だ。何もなくても、もって７日なのに、ワ

ンセグやパソコン替わりにしたらもっと短くなる。 

 それで思いだしたのが、手回し発電ラジオだ。ケー

タイの充電機能を使ってみたけれど、この「手回し」

が意外にたいへんで、かなりがんばって回しても１時

間しかもたなかった。 

 本格的にケータイをフル充電できるものを用意する

のはどうだろう？ ふだんから使えるものなら、なお

いい。なぜなら、いつ要るかわからない防災用品は結

果がみえない健康グッズのようなもの。モチベーショ

ンをなくせばたちまち押し入れの肥やしだ。何を隠そ

う、私は昨年２月クライストチャーチで被害のあった

地震に縮みあがり、１年半放っておいた非常持ち出し

袋と手回しラジオを引っぱりだしたクチなのだ。 

 そんなわけで条件にあう製品を探し始めた。おりし

も、ネットやホームセンターには種々の防災グッズを

はじめ節電・発電グッズがあふれている。可愛いケー

タイ用太陽電池、繰り返し使える充電池、ポータブル

式太陽パネル発電機やベランダ用小型風力発電機…。

どれもおおいにひかれたけれど、その時点で値段・容

量・使い方と三拍子そろっていたのが、件のペダル式

充電機だった。 

 

 慣れないうちは、発電効率のいいペダルの回転数―

１分間に 70～90 回―にとまどい、こいでいるあいだ

は他に充電できないとか、古い掃除機並みの騒音、そ

れに電気釜など使えない小型家電もあること、フル充

電まで５時間以上もこぐとわかり、がっかりもさせら

れた。 

 でも使ううちに、たしかに売り文句通り二重に得だ

というのもわかってきた。普通の生活のなか、たとえ

ば新聞や本を読む 30 分くらいの間に電気量を増やせ

るし、持ち運びやすく邪魔にならず、なによりケータ

イをフル充電できる。以来、自分のケータイは家のコ

ンセントにつながずにすんでいる。…かんじんのダイ

エットになっているかは、秘密にしておくけれど。 

 とはいえ、問題の根本的な解決には程遠いし、こん

な小さなバッテリーでは、いざというときマンション

の揚水ポンプひとつ動かせないのもわかっている。で

も今は、できそうなことからやることが大切なのだと

思いたい。個人的には、２、３年後に、高効率で安価

な集合住宅用発電や充電システムが広まっていること

を期待している。 

 １年の計は元旦にありという。ペダルをこぎ、ケー

タイを充電し続けることを、私の今年の目標にしたい。 

 

 ちなみにバッテリーが空になったケータイは、溜め

た電気をたった２時間弱で吸いつくす。小さいくせに

大喰らいだ。 

了 







“国民の声”と言う、・・・・虎の威を借る政治家さん達

「虎の威を借るキツネ」、と言う諺がある。

「偉い人の力を借りて、いばる」と、手元の

辞書にある。

事ある度に、俺には誰々が着いていると

か、有名なあの人は俺の親戚筋だとか、本人

は何も実力はないのに、後ろ盾に何々がいる

と言って「意気がる」ことを言う(実際は後ろ盾でも何でも無

い)。

酒を飲みながら、わいわいガヤガヤと、庶

民的な「意気がり」なら、まだ可愛いもんだの、

範囲に収まりもする。

ところが最近の政治家さん達は、何処か変

だ。

国民の声を真摯に受け止めとか、国民一人

一人の声に耳を傾けてとか、国民の目線に立

って政治を行って参りたいとか、少なくとも表

面的には、素直な政治家の姿に見えるが、・・

・・実はこれが曲者である。
く せ も の

税金を嘘偽り無く、遅滞無く納めている善

良な国民の一人として、・・・・仮に、私が国民

の声とやらを発するとすれば、・・・・発すると

言うより、「何かを欲する」形となり、相当に「独

善性」の強いものとなる。

極端に言えば「自分だけよければ」、あるい

は「自分の身内だけよければ」それでいい、こ

んな欲に集積される。

勝手に決めつける積もりは無いが、多くの

国民の声も、また似たようなものである。

実際、国家意識で決めるべき事柄までも、

国民の目線に下げてしまったため、「にっちも

さっちも」行かない事象が生じている。

こんな不幸な、国家・国民現象は無い。

個人の「欲の皮の突っ張った声」に一々応

えていたら、国家予算が幾ら有っても足りな

い、・・・・ｲﾔ、国が成り立って行かない。

国家全体を見渡せる、そんなバランス感覚

の取れた一般国民の声など、実際に存在する

ものだろうか。

いつの時代もそうであろうが、国民の声とは

独善性が強く、バランス感覚の悪いものと相

場は決まっている。

そんな独善性、且、バランス感覚欠如の国

民を、豊かなバランス感覚と、逞しきパワーで

リードしてくれるのが、「政治」であり「政治家」

の仕事では無かろうか。

してみるとそこには、治世に対する崇高な

ビジョンが、必要不可欠の条件となる。

国政レベルまでに参加しようとする、政治家

さんの存在価値はここにある。

一般庶民には、とても為し得ない崇高な大

仕事であるがゆえに、尊敬し、敬意を表す形

で、法外な俸給にも、手厚い各種保護策に

も、目を瞑っているのである。
つむ

それとも国民の意に反して、元々バランス

感覚の無い人が政治家となったため、「国民

は、かく言う」、「国民が、かく言う」と、国民の

声を「虎の威」にして、連呼に連呼を重ね、自

分の不甲斐なさをカムフラージュしているのだ

ろうか。

「独善性」の強い国民の声を聞き過ぎた結

果、・・・ｲﾔ、正しくは、政治家本来の職務を

放棄した結果、・・・・ｲﾔｲﾔ、もっと正しく言う

と、政治家が本来備え持たなければならない

素養を、何も持たない政治家が出現したた

め、政治が、経済が、社会構造が、そして最も

悲劇的には「教育」が、・・・・などの全てシステ

ムが、コントロール不能に陥っているのだと、

思えてならない。

コントロール不能な社会は、不気味だ。

不気味は、やがて恐怖に変わる・・・・。

もっとも、それもこれも元はと言えば、国民

が選んだ結果であるのであるが、・・・・。

『国は、その国の国民以上の国にはなれな

い』、・・・・何かで読んだ「言葉」を思い出す。

凡句楽
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